
１　単元を貫く問い

・ 日清・日露戦争、条約改正は日本にどんな影響を与え

たのか。

２　育成したい資質・能力

・ 日清・日露戦争、条約改正などを基に、諸資料から歴

史に関する様々な情報を効果的に調べまとめることが

できる。

・ 日清・日露戦争に関わる結果や過程などに着目して、

事象を相互に関連付けるなどをして、多面的・多角的

に考察し、表現する力を養う。

３　単元の流れ

【第１次】列強の動向とアジア（１時間）

・ 帝国主義諸国がアジアやアフリカを植民地化した目的

と支配の状況を理解する。

・ 日本が条約改正をすすめた理由について、国際情勢

の変化があたえた影響に着目して考え、表現する。

【第２次】朝鮮をめぐる対立（１時間）

・ 日清戦争について、日本と諸外国の意図を比較して理

解する。

・ 日清戦争後の日本国内の政治について、政党の動きを

中心に考え、表現する。

【第３次】朝鮮・満州をめぐる日本とロシアの対立

（１時間）

・ 日本がロシアとの戦争にふみ切った理由や背景を、日

清戦争後の中国の様子と合わせて考え、表現する。

・ 日露戦争の戦いの様子やポーツマス条約の内容につい

て理解する。

【第４次】本時 朝鮮・満州をめぐる日本とロシアの対立
（１時間）

・ 前時の様子を踏まえて、ポーツマス条約に対する国民

の反応や県民に関わる状況について、資料を読み解き、

表現する。

【第５次】日本の朝鮮支配（１時間）

・ 日本による朝鮮支配の過程と中国の近代化の動きを理

解する。

・ 日本の朝鮮支配と中国の近代化を通して、日露戦争後

の東アジアの状況を考え、表現する。

《学習教材》教科書、資料集、ワークシート、『歴史公

文書が語る湖国』、タブレット、滋賀県立公文書館所蔵

資料

４　本時（４/５時間目）

主題　朝鮮・満州をめぐる日本とロシアの対立

　　　〜日露戦争とポーツマス条約〜

《本時の目的》

・ 日露戦争やポーツマス条約、日露戦争に関わる歴史公

文書等を利用して、戦争の規模の大きさや国民の反応

について、多面的・多角的に考察し、表現できるよう

になる。

【導入】前時の振り返りを行うことで、本時に関わる基礎・

基本的内容を再確認する。

＊ 日露戦争中の日本・ロシア、それぞれが抱えていた国

内情勢やポーツマス条約の内容は、本時に大きく関わ

るので、しっかりおさえる。

《学習課題》

・ 日露戦争は日本にどのような影響があったのか。

【展開１】第４章概説「日清戦争と日露戦争」（記念誌

p.114-115）を読み、両戦争時の滋賀県の様子から、思っ

たことや考えたことを記入する。

＊ 軍・戦争の動きを中心とする国民への働きかけや、教

育的効果を重視していることに着目させるとともに、こ

のことが帝国主義を翼賛する国民教化にもつながって

いる点をおさえる。

写真６　蒲生郡金田村戦時事績
明治40年６月13日【明ひ15（４）】記念誌p.115

第３章　日清・日露の戦争と東アジアの動き
甲賀市立土山中学校　山田鋼平

7

令和４年（2022年）３月31日発行



【展開２】日露戦争により日本にどんな影響があったのか

を、グループワークにより、調査・考察する。

→ グループ内で１人、タブレットを用いて調査内容を記

入・入力→投影

・日清・日露戦争の比較

　（例）日本の兵力・戦死者・戦費等

・日比谷焼き打ち事件

・ 歴史公文書（写真８-１、８-２等）による県内の状況の

分析など　＊写真データは該当班に送信する。

＊ 陶器職・大工職・左官職の「賃銭」（賃金）が「時局前」

（日露開戦以前）から「現今」（戦争中）で、減少して

いることを確認する。

写真７　明治三十七八年役忠魂碑の図
明治40年２月14日【明ひ16（10）】記念誌p.115

写真８-２　労働者需要供給の状況（甲賀郡回答）
明治37年12月１日【明て82（７）】

写真８-１　労働者需要供給の状況（甲賀郡回答）
明治37年12月１日【明て82（７）】

釈文
在郷軍人応召の為メ、労働者ノ減少ヲ来タシ、労銀ノ騰

貴スルハ自然ノ趨
すう

勢
せい

ニ属スルモ、事実ハ反対ノ現象ヲ来

タセリ、是レ戦局ノ長キニ渉ルヲ 慮
おもんぱか

リ、各自警戒ヲ加ヘ

自然節約ニ傾キシト事業緊縮ノ為メ、労銀ノ途ヲ削減セ

ラレタル結果ニシテ、労力ノ供給ハ需要ニ余リアルモノヽ

如シ、就
なかん

中
ずく

陶器職・大工・木挽・左官・指物職・石工ノ

如キハ最モ困難ヲ訴ツ アヽリ、而シテ此
これ

等
ら

労働者ノ生活

ハ概シテ裕
ゆた

カナルモノ甚タ少ナク辛フシテ糊
こ

口
こう

ヲ凌
しの

グニ

止マルモノ其大半ヲ占ムルノ状態ナリトス

＊ 戦争長期化を恐れる国民の節約指向と事業緊縮のた

めに労働者がリストラされた結果、労働力が供給過多

となり、特に（賃金が低下した）陶器職や大工、左官

らが困難を訴えていることを確認する。

【まとめ】日露戦争が日本にもたらしたものを、対外関係

と国内の状況にわけてまとめる。

＊本時の振り返りとして記入させる。
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